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中期経営計画 2027 - Trailblaze Together 

2030年に目指す姿
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中期経営計画 2027 Trailblaze Together



中期経営計画 2027 - Trailblaze Together 

当社事業ポートフォリオにおける水素事業の位置づけ

「重点成長」、「戦略的育成」への投資継続、利益成長の実現と並行して、「収益改善・事業モデル転換」の改革を進める

中期経営計画 2027 Trailblaze Together
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中期経営計画 2027 - Trailblaze Together 

長期投資計画における水素事業の位置づけ

新中計では前中計の3年間とほぼ同額の1兆円の投資を想定。うち拡大関連投資として6,700億円を見込んでおり、

これまで同様にM&Aを中心に拡大を図るヘルスケアだけでなく、住宅も成長に向けた投資を国内外で検討する

中期経営計画 2027 Trailblaze Together
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中期経営計画 2027 - Trailblaze Together 

エナジー&インフラ事業 ＜イオン交換膜法食塩電解事業（ソリューション型）＞

中期経営計画 2027 Trailblaze Together
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水電解市場における当社の特徴＆強み

大型設備での長期運用実績自社開発力 ビジネスモデル

遠隔監視による
運転管理・予兆保全

隔膜

基本設計

水電解槽
電極

データドリブン
サービス

メンテナンス
スペアパーツ

One-stop
solution
provider

食塩電解事業で構築した顧客の長期運用を
実現するワンストップソリューションの提供

川崎パイロット設備を中心とした
主要部材・制御技術の開発・実証力

FH2Rにおける10MW級水電解システム
での長期運用実績とノウハウ蓄積

>12,000時間 2020年3月の運用開始
以降の累積運転実績

>99%
商業化向けシステム構成
における信頼度✓ マルチモジュール制御技術により、システム

全体での最適制御を実現

✓ 長期運用性やトラブル対応力を高めるため、
セル・膜等の部材交換が容易な設計思想

０回
商業化向け部材構成での
電解槽のトラブル回数
*補器関係で2件発生

Source: NEDO

➢ FH2R（福島県浪江町）、パイロット試験設備（川崎市）の実証や、食塩電解事業の実績を基に、信頼性の高い製品・サービスをPR
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海外市場の獲得に向けた対応状況及び検討内容（一部抜粋）

➢ 2023年からドイツおよび米国に個別マーケティング人員を配置

➢ グリーン水素製造PJ等への設備提供に向けて、国内外の様々な企業・団体と意見交換を実施、複数のPJでFS・FEEDに着手

➢ 顧客ニーズやタイムラインを踏まえつつ、国内外政府関連機関とも連携し、海外で先行する水素市場形成に向けた制度活用も

念頭に置きながら、市場参入・事業拡大を図る

➢ 50年にわたり世界30か国で累計10GW相当の設備導入とサービス提供を行ってきた食塩電解事業の顧客ネットワークを

活用し、水電解の事業化の足掛かりにしていく

【対応済】
米国水素HUBへのアプローチのため、
JH2F(日本水素フォーラム)に参画
複数のHUBにサポートパートナーとして参画

【検討中】
NEDO国際実証事業の活用を
念頭にした、欧州企業とのFS

【対応中】
中東、アジア地域における、水素市場拡大を
見据えた大規模グリーン水素・グリーンアンモ
ニアPJとの協業

【対応中】
GI基金事業における大規模
グリーンケミカルプラント実証の遂行
※欧州の化学企業とFEED実施中
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GI基金事業の全体進捗状況
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研究開発
内容

実施主体
年度

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031~

①アルカリ
水電解システム
の大型化・
モジュール化
技術開発

旭化成

②大型アルカリ
水電解槽向け
要素技術開発

旭化成

③グリーン
ケミカルプラントの

FSおよび
技術実証

旭化成
日揮HD

旭化成 Phase 2 実証運用

大型水電解装置設計・量産体制構築 大型水電解装置 技術改良・コストダウン

パイロット試験設備導入 パイロット試験設備運用

要素技術開発

Phase 1

設計

Phase 2 FS・設計

Phase 1

検証運転
Phase 1 設備投資

SG1: Phase 1設計完了
▼

SG2: Phase 2設計完了
▼ ▼

SG3: Phase 2設備完成
▼ ▼

KPI:水電解設備コスト5.2万円/kWを
見通した技術

▼

KPI: カーボンニュートラルな
基礎化学品の製造プロセスの実証完了

▼

Phase 2 設備投資

前回23年8月モニタリング時点からの見直し

➢ Phase1 中規模アンモニアプラントの完工遅延に伴い、検証運転開始が2026年1月にずれ込む見込み（検証運転期間を2年1ヶ月から1年3ヶ月に短縮）。

➢ Phase2 マレーシアを実証候補地として検討を進めたが、FEEDを実施する過程で、パートナー側の要望を考慮した結果、投資額が当初の想定よりも大幅に増加。

コスト低減策を双方連携して検討したものの、オフテイク確保が困難になったため、FIDを断念。実証パートナーを再検討し、2025年4月、欧州化学企業とFEEDに着手。

➢ Phase1, Phase2ともに、実証開始の遅れは生じているものの、各関係者との調整により、実証項目は当初予定から変更が生じない見込み。

修正前

修正前



水電解システムの事業化に向けた取組み状況サマリー
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• 世界的にみて一時期の水素ブームは落ち着いている状況。ただし①安価で安定的に確保できる電力、
②オフテイク、③補助金等を含めた経済性、を満たすプロジェクトは着実に前進している。

• 引き続き当社の成長エンジンの一つとして「水素関連」を位置付けており、既存事業（食塩電解事業）との
一体的な事業戦略を描いて、事業拡大を図る。

• 欧州を中心に、複数の顧客とFS・FEEDを推進し、当社電解槽の採用に向けた協議を進めている。
GI基金事業においては、新たに欧州の化学企業と連携してグリーンケミカルプラントの実証を実現していく。

• 国内では、2024年の水素社会推進法の成立により、市場創出期を後押しする支援策を整備いただいた。
また、2024年12月には、GXサプライチェーン構築支援事業により、当社の設備投資にもご支援いただくこと
が決定した。

• 今後、中長期的な市場の自立化に向けては、各国間で連携したクリーン水素の利活用環境の整備・制度設計を
実現いただくことが、重要と考える。
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2023年8月のモニタリングWGでのご意見

ご意見 当社対応状況

1 共通 水電解装置及び部素材の国際競争が本プロジェクト開始時よ
りもさらに激化しており、日本の国際競争力として研究開発
だけではなくて、生産技術の向上や生産量の拡大等も重要で
ある。国際的な競争と協業を念頭に、スピードとスケールを
意識して、機動的な計画の見直しや外部連携を含むリソース
の重点投入などを検討すべき。

• 昨年12月に経済産業省のGXサプライチェーン補助金に採択されました。当補助金を活用し、
2028年度までに、食塩電解用の電解用枠および電解膜も併産可能な生産体制を構築します。こ
れにより、当社が既に有する食塩電解プロセス向け設備の生産能力と合わせて、年間3GWに対
応可能な製造能力の実現を目指し、市場拡大に対応します。

• また、50年の歴史を有し、世界でもトップクラスのシェアを占める食塩電解事業の要素技術及び
事業基盤をベースに、グローバルで製品開発を加速し、製品・サービス供給体制の確立を図ります。

2 共通 将来的な資金調達を見据えた投資家向けの情報開示等のあ
り方を積極的に検討する必要がある。

• 今年4月に公表した中期経営企画において、引き続き水素関連事業を戦略的育成分野に位置づ
けました。

• 2023年12月のDX戦略説明会とマテリアル領域説明会、2024年12月には無形資産説明会を、
投資家、報道向けにそれぞれ開催し、水素を含む様々な取組を発信しております。（P.3～６）

3 当社 社会実装のターゲットとなる国・地域での実績を早期に積み
上げることが重要。そのためプロジェクトおよび社会実装の
加速を検討すべき。

• 現時点で、水素プロジェクトの成立には、①大量で安価な電力、②水素のオフテイク、③政策支援
を含む経済合理性の3要件がそろうことが必要です。

• 早期の市場参入に向けて、現時点の技術をベースとし、日本を含む各国・地域の支援策活用を念
頭に、国内外の顧客候補との協議を進めております。（P.1０）

• その中でも、GI基金事業で取組むPhase2実証は、最速案件の一つという位置づけです。需要側
と連携して、グリーン水素・グリーンケミカルの社会実装の早期実現に取り組んでおります。

4 当社 早期に実績を積み上げるため、資金調達を見据えて投資家を
含むステークホルダーへの情報開示等のあり方を積極的に検
討いただくとともに、本プロジェクトへ人材やその他経営資
源を重点的に割り当てる必要がある。

• 今年4月に公表した中期経営企画において、引き続き水素関連事業を戦略的育成分野に位置づ
けました。

• 水素事業はマテリアル領域においてフォーカスする投資対象の一つとして計画しております。
(P.5)

5 当社 欧米に加え、中国等の水電解装置メーカーが安価で大型の製
品を市場投入してくることが予測される状況において、自社
の競争優位性を開示し、海外マーケットへの営業活動の一層
の強化に努める必要がある。

• FH2Rやパイロット試験設備の実証を通じて、高い信頼性と変動対応性を示すデータが着実に得
られています。また、当社の食塩電解事業は、電解槽だけでなく膜や電極といった交換部材の提
供やテクニカルサービスを通じて、顧客プラントの安定操業に貢献することで、国内外から高い評
価をいただいており、水電解事業でもこのビジネスモデルを展開いたします。

• 実証設備への視察受け入れや、水素関連の国際展示会やイベントでの講演等において、上記の強
みを競争優位性として発信し、顧客引き合いにつなげております（P.9, 10）。
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